
第 18回佐久新校再編実施計画懇話会 

 

                      日時：令和６年２月８日（木）  

午後６時から７時 50分 

会場：長野県佐久合同庁舎講堂 

 

＜次 第＞ 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 会議事項 

  （１）第 17回佐久新校再編実施計画懇話会まとめについて 

 

（２）統合方法について 

 

 （３）佐久新校施設整備について 

     ・今後の予定について 

     ・定時制に係る諸事項について 

     ・報告事項  教員ワークショップについて、学校視察について 

     ・前回意見交換に対する県教委の考え方について 

     ・グループワーク 

 

４ その他  

  第 19回佐久新校再編実施計画懇話会について  

【日時】３月末までに開催する方向で現在調整中 

【会場】現在調整中 

 

５  閉 会   
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　事務局

(教頭)・事務局長  橋爪　俊彦 (教頭)・副事務局長 　栁澤　弘蔵 主幹指導主事

臼田　賢治 　有坂　清明 主任指導主事
（佐久新校担当）

市川　尚智 　井出　敦 主任指導主事
（佐久新校副担当）

渡邉　武志

山口　達之

　野沢南高等学校　校長

再編
対象校

地域

同窓会

ＰＴＡ

学校
関係者

　中村　信秋

　佐久中学校長会　会長

　全佐久ＰＴＡ連合会　副会長

　野沢南高等学校　生徒会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会長

　佐久小学校長会　会長

自治体

産業界

　臼田　賢治

　山下　純一

　柳沢　敬

　西澤　克弥

　河本　舞

　佐藤　佳乃

　木内　あかり

　林　　広陽

　嵯峨　優空

　森泉　雄二

　小林　新治

　竹内　由貴

　渡辺　仁

  坂川　和志

　山越　あゆみ

  市川　俊一

　長田　芳子

　吉岡　徹

　原　　啓明

　廣末　恵子

　堀内　ふき

　白鳥　敬日瑚

清水　貴弘

　南佐久郡町村教育委員会連絡協議会　会長

　佐久市教育委員会　教育長

　佐久市　副市長

所属等

野沢北高等学校 野沢南高等学校 高校再編推進室

　社会医療法人恵仁会　医師

　佐久大学　学長

　マイクロストーン株式会社　代表取締役社長

　佐久総合病院　統括院長

　佐久商工会議所　副会頭

　野沢南高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢北高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢南高等学校同窓会　会長

佐久新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

　野村　雅幸

山下　純一

阿藤　正彦

　神岡寿賀子

　野沢北高等学校同窓会　会長

　佐久地域振興局　局長

　榊　　祐史

　吉岡　道明

  畠山　啓二

氏名

　野沢南高等学校　教諭

　野沢北高等学校　教諭

　野沢北高等学校　校長

　野沢南高等学校　生徒会副会長

　野沢南高等学校　生徒会副会長



第１７回 佐久新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 
 

日 時 令和５年（2023年）12月 18日（月） 18時 00分～19時 45分 

場 所 長野県佐久合同庁舎 講堂 

出 席 
（敬称略） 

吉岡道明，畠山啓二，坂川和志，渡辺仁，白鳥敬日瑚，廣末恵子，原啓明，吉岡徹，長田芳子， 

市川俊一，山越あゆみ，竹内由貴，小林新治，森泉雄二，嵯峨優空，林広陽，木内あかり， 

佐藤佳乃，河本舞，西澤克弥，柳沢敬，山下純一，中村信秋，臼田賢治 以上 24名 

傍聴者 12名 

事務局 
野沢北高校：野村 教頭（事務局長），阿藤教諭，神岡 教諭，清水教諭 
野沢南高校：橋爪 教頭（副事務局長），市川教諭，渡邉教諭，山口教諭 
県教育委員会：栁澤主幹指導主事，有坂主任指導主事，井出主任指導主事 

当日資料 
次第，第 16 回懇話会まとめ，佐久新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル二次

審査提案書 

 
会議事項 

（１）第 16回佐久新校再編実施計画懇話会まとめ 
（２）佐久新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル二次審査提案書の説明、意見交換 
（３）ＮＳＤ部会について 

 

主な内容（要旨） ⇒業務委託業者 →事務局 

＜佐久新校施設整備事業提案書の説明＞ 

⇒スライドと二次審査提案書を基に説明 

 

＜佐久新校施設整備に係る意見交換＞ 

○部室（班室）が足りないのではないか。広さはどれくらいか。 

  ⇒数は確実に用意する。広さは今のものを参考にして最終的に決めていく。 

○学校規模が大きくなる。学びの場としては良いと思うが、校舎周りが狭い。防災の拠点になるのであれば広い

場所や広い校地が必要ではないか。 

  →この案は「たたき台」であり、学びのために必要な施設は何かということはこれから検討していく。 

○新校は学校規模が大きくなるが駐車場、校庭は今のままでは足りないのではないか。現在の敷地では足りない

ので前提条件を大きく変えないといけないのではないか。 

○可能であればもう少し広い土地であればよいと思う。ただ、以前は 7クラスで、今より人数が多かったがそれ

なりにやっていた。土地と教室は使い方次第かという気がする。 

○「地域に開かれた」ということでセキュリティーが心配だという声を聞いてきたが、今の説明で理解した。 

○回遊デッキからプールが見える。生徒からは水着姿を見られるのは良くないとの意見があった。 

○前の道路の交通量が多い。防音対策や事故対策はどうか。また、車動線を中心とした検討も必要ではないか。 

○一人一人が学習できる学習室が必要ではないか。 

  ⇒ニーズに応じて検討をしていくが、部屋としてしまうと重ね使いができなくなるので、このような提案と

なっている。 

○学校職員の中では 10年 15年で西館を建て替えるならこの際に立て替えてほしいという声が強い。 

○トイレについてはどのように考えるか。 

  ⇒４クラス１単位として各階にトイレがあるということを基本に考えている。トイレで生徒が不便な思い

をしない学校をつくっていきたい。 

○生徒が普段いる教室から保健室が遠いのではないか。 

  ⇒配置についてはこれから検討していくが、救急搬送などのことを考えると保健室は１階を考えている。 

○工事中に在籍している生徒には不便をかける。可能な限りの配慮をお願いしたい。 

○地元としては校地を拡幅してほしい。また、改修の説明が長かったが基本的には新築が主であると思う。 

 

＜ＮＳＤ部会について＞ 

→ＮＳＤ部会は設置せず懇話会の場で、全員で議論することとしたい。（一同了承） 

 

 



統合の方法について 

 高校再編推進室 

１ 第１期再編での統合校の例 

  ＜年次統合＞ 

   ○飯山高校  ○中野立志館高校  ○須坂創成高校  ○木曽青峰高校 

  ＜一斉統合＞ 

   ○佐久平総合技術高校  ○飯田 OIDE長姫高校  ○大町岳陽高校 

 

２ 定時制について 

 再編・整備計画【三次】の記載事項 

  ○野沢南高校定時制は、野沢南高校と野沢北高校の統合時に、「佐久新校（仮称）」

定時制に移管する。 

○小諸商業高校定時制は小諸商業高校と小諸高校の統合時に「小諸新校（仮称）」定 

時制に移管した後、東御清翔高校の夜間部の設置時期を考慮しながら、佐久新校 

（仮称）定時制に集約する。 

 

 

 

 

 

 

３ 年次統合 

○野沢北高校・野沢南高校に入学した生徒が、それぞれ野沢北高校・野沢南高校で卒業 

 ・入学時の校名と卒業時の校名が同一 

 ・同一校地に２つの校名が存在（校名の併用が必要） 

○令和 12年度末に、野沢北高校、野沢南高校の閉校行事を行う 

＜統合の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

新校定時制 ４年 定時制

新校定時制 ３年 定時制

新校定時制 ２年 定時制

新校定時制 １年

＊全日制を年次統合とした場合

令
和
11
年
度

 ＜佐久新校＞ ＜野沢南高校＞

野沢北(令和９年度入学) 野沢南全日制(令和９年度入学)

野沢北(令和10年度入学) 野沢南全日制(令和10年度入学)

佐久新校全日制(令和11年度両校入学)

新校へ移管

新校定時制 ４年 定時制

新校定時制 ３年 定時制

新校定時制 ２年 定時制

新校定時制 １年

令
和
11
年
度

＜野沢南高校＞

野沢北(令和９年度入学) 野沢南全日制(令和９年度入学)

野沢北(令和10年度入学) 野沢南全日制(令和10年度入学)

佐久新校全日制(令和11年度入学)

 ＜野沢北高校・佐久新校＞

佐久新校の生徒募集を周知（令和10年度）

佐久新校 開校 野沢北・野沢南は募集停止



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 一斉統合  

○野沢北高校・野沢南高校に入学した生徒が、佐久新校で卒業 

 ・入学時の校名と卒業時の校名が異なる 

 ・令和 10年度の１、２年生は令和 11年度に佐久新校に転校 

○令和 10年度末に、野沢北高校、野沢南高校の閉校行事を行う 

＜統合の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新校定時制 ４年

新校定時制 ３年

新校定時制 ２年

新校定時制 １年

新校定時制 ４年

新校定時制 ３年

新校定時制 ２年

新校定時制 １年

＜野沢南高校＞

令
和
13
年
度

佐久新校全日制(令和11年度入学)

佐久新校全日制(令和12年度入学)

佐久新校全日制(令和13年度入学)

 ＜佐久新校＞

令
和
12
年
度

＜野沢南高校＞

野沢北(令和10年度入学) 野沢南全日制(令和10年度入学)

佐久新校全日制(令和11年度入学)

佐久新校全日制(令和12年度入学)

 ＜野沢北高校・佐久新校＞

佐久新校統合完了

４年 定時制

３年 定時制

２年 定時制

１年 定時制

４年 定時制

３年 定時制

２年 定時制

１年 定時制

新校定時制 ４年

新校定時制 ３年

新校定時制 ２年

新校定時制 １年

佐久新校全日制(令和10年度両校入学)

佐久新校全日制(令和11年度両校入学)

野沢北(令和10年度入学) 野沢南全日制(令和10年度入学)

令
和
11
年
度

佐久新校全日制(令和９年度両校入学)

令
和
10
年
度

 ＜野沢北高校＞ ＜野沢南高校＞

野沢北(令和８年度入学) 野沢南全日制(令和８年度入学)

野沢北(令和９年度入学) 野沢南全日制(令和９年度入学)

 ＜佐久新校＞

令
和
９
年
度

 ＜野沢北高校＞ ＜野沢南高校＞

野沢北(令和７年度入学) 野沢南全日制(令和７年度入学)

野沢北(令和８年度入学) 野沢南全日制(令和８年度入学)

野沢北(令和９年度入学) 野沢南全日制(令和９年度入学)

生徒募集の際に「３年次（４年次）には佐久新校生となる」ことを周知（令和８年度、定時制は７年度）

佐久新校統合完了

全日制１、２年生は野沢北・野沢南から佐久新校へ転校、定時制は佐久新校に集約

佐久新校 開校 野沢北・野沢南は募集停止

生徒募集の際に「２年次には佐久新校生となる」ことを周知（令和９年度）



懇話会 成果物

佐久新校NSD今後の流れ（その１、基本計画策定まで）

WS
アンケートや
聞き取り調査

その他

12月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

WS1【新校の学習空間】

１２月２７日（水）10：00～12：００

対 象：両校教職員

内 容：①プロジェクトセンター

②普通教室回り

生徒への説明（動画配信）

１月より随時

WS２【新校の学習空間②】

２月下旬

対 象：両校教職員

内 容：①特別教室

②メディアセンター

③校舎配置・教室配置

WS４【地域との協働】

３月中旬

対 象：地域住民、同窓生

内 容：①新しい学びについて

②地域協働について

職員

グーグルフォーム

先進施設の視察

ドルトン東京学園

立命館中学・高校

追手門学院中学・高校

必要諸室の検討

生徒

グーグルフォーム

第１７回

提案書説明と

意見交換

第１８回

ＷＳの報告

視察報告

地元自治体、同窓

会への聞き取り

第19回
基本計画案に

向けた意見交換

第２０回
基本計画案につ

いて意見交換

基本計画案

第２１回
基本計画につい

て意見交換

基本計画

４月以降のＷＳについては、ここまでの

ＷＳの様子を見て、対象者、実施時期、

内容を検討する。

懇話会に随時報告

教職員への説明

１２月６日（水）

ＷＳ３【新校での生活】

２月or３月

対象：両校生徒

内容：新しい学びと新校での生活

野沢北高校

既存調査

基本計画とは

・・・施設整備の骨格に係る部分を検討



懇話会

佐久新校NSD今後の流れ（その２、基本設計まで）

基本設計 学校・県教委・営繕部局 その他

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

第22回

基本設計完了（予定）

基本設計契約（予定）

第24回

第23回

基本計画に基づき

施設の使い方等を検討

報告

意見

意見

（特に地域連携

に関する部分）

基本設計とは

・・・基本計画を踏まえ、法令・意匠・構造等を検討して

基本設計図書を作成

設計受託者とともに詳細を検討

報告

報告

意見

（特に地域連携

に関する部分）



定時制に係る諸事項について 

高校再編推進室 

 

１．再編・整備計画【三次】の記載事項の確認（前掲） 

   ○野沢南高校定時制は、野沢南高校と野沢北高校の統合時に、「佐久新校（仮

称）」定時制に移管する。 

   ○小諸商業定時制は小諸商業高校と小諸高校の統合時に「小諸新校（仮称）」定

時制に移管した後、東御清翔高校の夜間部の設置時期を考慮しながら、佐久

新校（仮称）定時制に集約する。 

 

２．定時制を設置する学校に必要な諸室 

   ○定時制の授業に必要な教室（ＨＲ教室と講義室） 

   ○給食室（食堂）・・・現在は卒業式や終始業式会場としても使用している。 

   ○定時制職員室 

○定時制保健室 

○定時制相談室 

 

３．佐久新校定時制の学び 

   ○３年で卒業できるシステム（三修制） 

○佐久新校全日制や通信制高校との連携（単位取得等） 

   ○佐久地域の定時制が佐久新校へ集約されることを見越した、商業の学び 

    （小諸新校定時制商業科での学びを何らかの形で継承していくことを検討） 

    



◯参加者：
・野沢北高校・野沢南高校の教職員のみなさん
・長野県教育委員会
　+設計JVチーム（ファシリテーター）　合計約27名





[プロジェクトセンター]

[普通教室まわり]

[プロジェクトセンター]

[普通教室まわり]

[プロジェクトセンター]

[普通教室まわり]



グループワークのテーマについて 

高校再編推進室 

 

１．テーマ設定の背景 

   ○新校の施設整備に際し、必要な施設や諸室について集約が必要。 

   ○前回意見交換で、野沢北高校前道路の交通量の多さに対して、生徒の安全や

騒音などの環境整備を考慮すべきとの意見が出された。 

   ○毎朝の生徒の送迎による車の混雑の現状についての指摘があった。 

 

２．テーマ 

  ①新校での学びの実現のために取り入れてほしい施設や諸室を挙げてください 

   

 

 

 

 

 

②野沢北高校前道路の交通量の多さから生徒の安全性を確保するために、どのよ

うな方策が考えられますか。 

   

 


